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２０２３年度年間教育計画 面接指導施設：

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)

1・２ 4/17 月
第１章 生活のマネジメント

     ライフステージを考える
2

第1回 (5/30 )３・４ 5/15
    意思決定とは

２

5・6 5/29
第２章 青年期の課題と自立

    発達課題について
２

7・8 6/12
第３章 家族・家庭生活のマネジメント

    家族とは
２

第2回 (6/27 )
9*10 6/26

       法律から見る家族・家庭
２

11*12 7/3
   青年期と自立

２ 第３回（7/20）

13*14 7/10 定期試験 Ⅰ（前期定期試験） ２

15*16 夏季特別プログラム ２

第4回(9/21)
17*18 9/4 ４章 子どもの生活と子育てのマネジメント ２

19-20 10/2
第６章 共生社会をつくる

２ 第5回(10/1９)

21-22 10/16
第８章 経済社会のマネジメント

２

23-24 11/13 後期中間試験 ２ 第６回（11/20）

25*26 11/27 学園祭展示用作品の製作 ２ 第７回（12/7）

27*28 1/22 学園祭展示用作品の製作 ２

29*30 2/19
第７章 持続可能な社会

後期期末試験
２ 第８回（2/27）

教 科 科 目 期間 担当者

家庭科 家庭基礎
単位数： ２ 単位

[標準単位：２ 単位]
年間 庄司 和子

指導目標

１．人の一生と家族・家庭及び衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識を習得させ、生活の充実向上を図る

能力と実践的な態度を育てる

２．生活を創造する力（生活マネジメント力）、意思決定の方法を身につける。

３．自分らしく生きるためのライフスタイルを考える。

スクーリング 全 ３５ 回
面接指導： ８  回

教科書 Cｒｅａｔｉｖｅ Ｌｉｖｉｎｇ
講 義 ：  ２６ 回

レポート 全  ８ 回
添削指導：  ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ：  ２回

定期試験 あ り 学 期 ：  １回 副教材 なし

定期試験の

評価割合
   ８０   ％

評定算出方法

１００法５段階評定



2023年度年間教育計画    面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/26 水 オリエンテーション 〇

第1回( 6/21 )
2 4/26 水 オリエンテーション、身近なものを描く 〇

3 5/24 水 身近なものを描く 〇

4 5/24 水 身近なものを描く 〇

5 6/14 水 身近なものを描く 〇

6 6/14 水 身近なものを描く 〇

第2回( 7/5 )7 6/21 水 色彩 〇

8 6/21 水 色彩 〇

9 7/5 水 色彩 〇

10 7/5 水 色彩 〇

第3回(10/11)11 9/13 水 コラージュ 〇

12 9/13 水 コラージュ 〇

13 9/20 水 コラージュ 〇

14 9/20 水 コラージュ 〇

第4回(11/22)
15 10/11 水 切り抜きシルクスクリーン 〇

16 10/11 水 切り抜きシルクスクリーン 〇

17 10/25 水 切り抜きシルクスクリーン 〇

18 10/25 水 切り抜きシルクスクリーン 〇

19 11/8 水 切り抜きシルクスクリーン 〇

第5回(12/13)
20 11/8 水 切り抜きシルクスクリーン 〇

21 11/22 水 抽象表現 〇

22 11/22 水 抽象表現 〇

23 12/6 水 抽象表現 〇

24 12/6 水 抽象表現 〇

第6回(1/10)25 12/13 水 紙立体 〇

26 12/13 水 紙立体 〇

27 1/10 水 紙立体 〇

28 1/10 水 紙立体 〇

教 科 科 目 期間 担当者

芸術 美術
単位数： 2 単位

[標準単位： 2単位]
年間 本多 優貴

指導目標

１．美術に関する専門的で幅広く多様な内容について理解を深めるとともに，独創的・創造的に表すことができるようにする。

２．美術に関する専門的な知識や技能を総合的に働かせ，創造的な思考力，判断力，表現力等を育成する。

３．主体的に美術に関する専門的な学習に取り組み，感性を磨き，美術文化の継承，発展，創造に寄与する態度を養う。作品

を作り上げる喜びを味わう。

スクーリング 全14回
面接指導： 6回

教科書 光村書店 美術Ⅰ
講 義 ： 8回

レポート 全6回
添削指導：  ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ：  ０回

定期試験 なし 学 期 ：回 副教材 なし

定期試験評価割合       ％ 評定 100点法5段階評定



２０２３年度年間教育計画 面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/18 火 インターネットと情報社会

第1回(5/9)
2 4/25 火 SNSと個人情報

3 5/9 火 サイバー犯罪とセキュリティ
第2回(5/23)

4 5/16 火 コンピュータウィルス

5 5/23 火 ビジネスにおける情報化
第3回(6/6)

6 5/30 火 ワントゥーワンマーケティングの事例

7 6/6 火 知的財産権

第4回(6/27)8 6/13 火 著作財産権

9 6/20 火 著作者人格権・著作隣接権

10 6/27 火 コンピュータの仕組み

第5回(9/19)11 7/4 火 前期期末試験

12 9/5 火 アナログとディジタル

13 9/12 火 ビジュアルプログラミング

14 9/19 火 2進数と16進数1
第6回(10/10)

15 10/3 火 2進数と16進数2

16 10/10 火 文字・音声・画像の表現1
第7回(10/31)17 10/17 火 文字・音声・画像の表現2

18 10/24 火 文字・音声・画像の表現3

19 10/31 火 圧縮

第8回(11/28)20 11/7 火 プロトコル

21 11/21 火 TCP/IP

22 11/28 火 メディアリテラシー

第9回( 1/16)23 12/5 火 後期中間試験

24 12/12 火 コミュニケーションとメディア

25 12/19 火 情報化社会の諸問題

26 1/16 火 KJ法1

第10回( 2/27)27 1/23 火 KJ法2

28 2/13 火 後期期末試験

29 2/20 火 情報検索の様々な手法

教 科 科 目 期間 担当者

情報 社会と情報
単位数： ２単位

[標準単位：２単位]
年間 糸賀雅史

指導目標

1．情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響の理解

2．情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，表現し、効果的にコミュニケーションを

行う能力の育成

3．情報社会に積極的に参画する態度の育成

スクーリング 全 ２６ 回
面接指導：  ８回

教科書 実教出版 高校社会と情報新訂版
講 義 ： １８回

レポート 全 １０ 回
添削指導：  ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ：  ４回

定期試験 あ り
学 期 ： 前期1回

後期2回
副教材 なし

定期試験の

評価割合
   ７０ ％

評定算出方法

１００法５段階評定



２０２３年度年間教育計画 面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)

1 5/9 火 松前重義、名利なき証言① 〇

5/23
2 5/23 火 松前重義、名利なき証言② 〇

3 6/20 火 ロシアのウクライナ侵攻について考える 〇

7/4
4 7/4 火 人口知能AIについて考える 〇

5 9/26 火 校長講話（予定） 〇 9/26

6 10/10 火 SDGSについて考える 〇 10/10

7 11/21 火 職業人として①（プロフェッショナル仕事の流儀） 〇

12/5
8 12/5 火 職業人として②（プロフェッショナル仕事の流儀） 〇

9 1/16 火 職業人として③（プロフェッショナル仕事の流儀） 〇 1/16

10 2/13 火 一年間のまとめ 〇

教 科 科 目 期間 担当者

地理歴史 高校現代文明論
単位数： ２単位

[標準単位： ２単位]
年間 田村 基成

指導目標

東海大学の建学の精神に基づき、思想を培い、希望を星につなげることを目的とする。

スクーリング 全 １０ 回
面接指導：  ４回

教科書 新版 高校現代文明論
講 義 ： ６回

レポート 全  ６ 回
添削指導： ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０回

定期試験 なし 学 期 ：  ０回 副教材 なし

定期試験の

評価割合
         

評定算出方法

１００法５段階評定
A４フラットファイルを用意


